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1-1 S
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1-3 A
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〇希少神経難病症例の集積、専門的医療の提供、全国から集まる患者（第２中長
期目標期間における初診患者の居住地）（評価書71頁～72頁/説明資料22頁参
照)

〇未診断疾患イニシアチブ（ＩＲＵＤ）におけるＮＣＮＰの役割
（評価書72頁～73頁/説明資料23頁～24頁参照)

〇ＮＣＮＰにおけるてんかんの診療と研究
（評価書73頁～74頁、82頁～83頁/説明資料25頁～26頁)

国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター

アピールポイント

〇ＮＣＮＰから国産初の核酸医薬品創出：筋ジストロフィー治療薬先駆け審査指定
制度対象品目のNS-065/NCNP-01が製造販売承認される
（評価書7頁、26頁/説明資料9頁、10頁参照)

〇視神経脊髄炎（NMO）の画期的治療：新規抗IL-6受容体抗体サトラリズマブの国
際共同治験に成功
（評価書7頁、10頁、11頁、21頁、26頁/説明資料11頁、12頁参照)

〇多発性硬化症（ＭＳ）の医師主導治験
（評価書7頁、10頁、11頁、21頁、26頁/説明資料11頁、12頁参照)

〇治験・臨床研究の実施について
（評価書39頁～43頁/説明資料16頁参照)

〇バイオバンク、ブレインバンク事業
（評価書52頁～53頁/説明資料17頁～18頁参照)

〇クリニカル・イノベーション・ネットワーク（ＣＩＮ）の構築
（評価書53頁/説明資料19頁参照)

〇リーダーとして活躍できる人材の育成、モデル的研修・講習の実施
（評価書94頁～99頁、99頁～102頁/説明資料29頁～31頁参照)

〇国への政策提言に関する事項
（評価書104頁～109頁/説明資料34頁参照)

〇薬物依存関係の取組み
（評価書111頁/説明資料35頁参照)

〇政策研究（地域精神医療）のこれまでの取組み
（評価書111頁～112頁/説明資料36頁参照)

参考資料５（見込評価）
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［病院の実力］てんかん 薬が基本 専門医の受診を＝東京 

 

 

 

 

30010
長方形



薬物依存症に関する情報発信・啓発（H27～現在）


